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Sun™ Management Center 3.5 
バージョン 2 Sun Fire™ 15K/12K 
システム ご使用にあたって

この文書には、Sun Fire 15K/12K システム用の Sun Management Center 3.5 アドオ
ンソフトウェアバージョン 2 について、次のようなこのリリースに関する情報が記載
されています。

� 2 ページの「ソフトウェアの変更点」

� 2 ページの「修正済みのバグ」

� 3 ページの「必要なソフトウェアのバージョン」

� 5 ページの「必要なパッチ」

� 7 ページの「関連マニュアル」

� 6 ページの「アドオンソフトウェアの入手」

� 7 ページの「ドキュメントの検索」

� 8 ページの「インストール」

� 9 ページの「判明している制限事項」

� 10 ページの「判明しているバグ」

Sun Management Center 3.5 ソフトウェアの動作に影響を及ぼす可能性のある状況に
関する詳細情報については、次の文書を参照してください。

� System Management Services (SMS) 1.3 または 1.4 の『インストールマニュアル』
および『ご使用にあたって』

� 『Sun Fire 15K/12K Dynamic Reconfiguration ご使用にあたって』
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ソフトウェアの変更点
この節は、Sun Management Center 3.5 ソフトウェアのリリースと Sun Fire 
15K/12K システム用 Sun Management Center 3.5 アドオンソフトウェアバージョン 
2 の本リリースで行われた Sun Fire 15K/12K ソフトウェアアドオンコンポーネント
の変更点について記載します。

この節で説明する記述はすべて、『Sun Management Center 3.5 バージョン 2 Sun 
Fire 15K/12K システムのための追補マニュアル』(Part No. : 817-4856-10、2003年11
月版) に適用されます。

� System Management Services (SMS) 1.3 または 1.4 ソフトウェアとの使用を考慮し
て、CP2140 システムコントローラのサポートを追加。

� System Management Services (SMS) 1.4 ソフトウェアとの使用を考慮して、自動
異常イベント通知のサポートを追加。

修正済みのバグ
Sun Fire 15K/12K システム用アドオンソフトウェアの Sun Management Center 3.5 
バージョン 2 の本リリースでは、次のバグが修正済みです。

4860962 - Sun Management セットアップウィザードが表示するメッセージが切り詰
められてしまう。

4852731 - フェイルオーバー処理が起動状態にあるときに、システムテーブルに黒い
点が表示される。
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必要なソフトウェアのバージョン
表 1 では、System Management Services (SMS) 1.3 を使用している場合に Sun Fire 
15K/12K プラットフォームのサポートに必要なソフトウェアのバージョンの一覧、
表 2 では、SMS 1.4 を使用している場合に必要なソフトウェアのバージョンの一覧を
示します。

表 1 SMS 1.3 に必要なソフトウェアのバージョン

ホスト 必要なソフトウェア バージョン

サーバーマシン Solaris オペレーティング環境 8, 9

Sun Management Center ベースソ
フトウェア

3.5

Sun Management Center Sun Fire 
15K/12K アドオン

3.5 バージョン 2

システムコントローラ Solaris オペレーティング環境 8, 9

System Management Services 
(SMS)

1.3 (自動異常イベント通知はサポート

されません。)
CP2140 ボードをサポートする場合は、
次のパッチをインストールします。

• 115287-02
• 115954-01
• 115955-01
• 115956-01
• 115957-01

Sun Management Center 基本ソフ
トウェア

3.5

Sun Management Center Sun Fire 
15K/12K アドオン

3.5 バージョン 2

Sun Fire 15K/12K ドメイン Solaris オペレーティング環境 8, 9

Sun Management Center 基本ソフ

トウェア

3.5

Sun Management Center Sun Fire 
15K/12K アドオン

3.5 バージョン 2

ワークステーション 
(コンソール階層)

Solaris オペレーティング環境 2.6, 7, 8, 9

Sun Management Center 基本ソフ
トウェア

3.5
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表 2 SMS 1.4 に必要なソフトウェアのバージョン

ホスト 必要なソフトウェア バージョン

サーバーマシン Solaris オペレーティング環境 8, 9

Sun Management Center 基本ソフ

トウェア

3.5

Sun Management Center Sun Fire 
15K/12K アドオン

3.5 バージョン 2

システムコントローラ Solaris オペレーティング環境 Solaris 8 02/02 には、下記パッケージ

を含む SPARC 用パッチ 108528-24。
SUNWcpasm.u

SUNWcph.u

SUNWcphu

SUNWcphx.u

Solaris 9 12/03 以降には、下記のパッ
ケージ。

SUNWcph.u

SUNWcphu

SUNWcphx.u

System Management Services 
(SMS)

1.4 (自動異常イベント通知はサポート

されます。)

Sun Management Center 基本ソフ

トウェア

3.5

Sun Management Center Sun Fire 
15K/12K アドオン

3.5 バージョン 2

Sun Fire 15K/12K ドメイン Solaris オペレーティング環境 8, 9

Sun Management Center 基本ソフ
トウェア

3.5

Sun Management Center Sun Fire 
15K/12K アドオン

3.5 バージョン 2

ワークステーション 
(コンソール階層)

Solaris オペレーティング環境 2.6, 7, 8, 9

Sun Management Center 基本ソフ

トウェア

3.5
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注意 – Sun Management Center ソフトウェアは、SMS ソフトウェアの新規バージョ
ンがシステムコントローラ上にインストールされていても、Sun Management Center 
ソフトウェアが互換リリースにアップグレードされていなければ、中断してしまう
か、あるいはエラーメッセージを表示します。必ず、SMS ソフトウェアのアップグ
レード後にシステムコントローラ上で Sun Management Center ソフトウェアを再起
動するようにしてください。必要な場合には、Sun Management Center ソフトウェ
アを互換リリースにアップグレードしてください。

注 – SMS ソフトウェアが起動する前に Sun Management Center ソフトウェアを再
起動すると、「ステータスが不完全」であることを示す灰色の指定サインが表示され
るか、または SC 監視モジュールが読み込まれている場合には、「モジュールが不完
全な SC 上にあるか、または必要な SMS デーモンが停止されています」という意味
のメッセージが表示されます。これらのメッセージは、SMS ソフトウェアが起動す
ると表示されなくなります。特に対処する必要はありません。

必要なパッチ
この節では、SMS 1.3 または SMS 1.4 と本ソフトウェアリリースを使用する場合に必
要となるパッチをそれぞれ示します。

System Management Services 1.3 の使用時

Sun Fire 15K/12K システム用 Sun Management Center 3.5 アドオンソフトウェア
バージョン 2 の本リリースを使用して、System Management Services 1.3 ソフトウェ
アで CP2140 システムコントローラをサポートする場合には、次のパッチが必要にな
ります。

� 115287-02
� 115954-01
� 115955-01
� 115956-01
� 115957-01
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System Management Services 1.4 の使用時

Sun Fire 15K/12K システム用 Sun Management Center 3.5 アドオンソフトウェア
バージョン 2 の本リリースを使用して、System Management Services 1.4 ソフトウェ
アで CP2140 システムコントローラソフトウェアをサポートする場合には、Solaris 8 
02/02 オペレーティング環境向けのパッチが必要です。

� Solaris 8 02/02 の場合は、下記パッケージを含むパッチ 108528-24 が必要です。

� SUNWcpasm.u
� SUNWcph.u
� SUNWcphu
� SUNWcphx.u

Solaris 9 12/03 オペレーティング環境の場合は、下記のパッケージが必要です。

� SUNWcph.u
� SUNWcphu
� SUNWcphx.u

注 – 上記パッケージで対象のパッチまたは Solaris ソフトウェアの対象リリースに付
属していないものがある場合は、サンのサービス担当まで御連絡ください。

アドオンソフトウェアの入手
Sun Fire 15K/12K システム用 Sun Management Center 3.5 アドオンソフトウェア
バージョン 2 パッケージおよびドキュメントは、zip ファイルとして、下記のソフト
ウェアダウンロードサイト上に 
SunManagementCenter_3_5_SunFire_Supplements_V2 の名前で提供されてい
ます。

http://wwws.sun.com/software/download/index.html

「New Downloads」の下に Sun Management Center 3.5, Enterprise Systems 
Products Sun Fire Supplements - Version 2 が表示されない場合は、次の操作を行っ
てください。

1. 「All Products」の「A-Z Index」をクリックします。

2. 「S」をクリックします。

3. 下にスクロールして、Sun Management Center 3.5, Enterprise Systems Products 
Sun Fire Supplements - Version 2 をクリックします。

4. 「Download」をクリックします。
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5. 「Download Center」にログインします。

6. 「Accept」をクリックして「License Agreement」を受諾し、「Continue」をクリッ
クします。

7. ダウンロードページ上に表示される指示に従って操作します。

ドキュメントの検索
英語版および各言語対応版のマニュアルは、ダウンロードした zip ファイルの下記
ディレクトリにあります。

/disk2/image/Additional_Addon_Docs/

関連マニュアル
この節では、本リリースに関連するマニュアルについて説明します。

『Sun Management Center 3.5 バージョン 2 Sun Fire 15K/12K システムのための追
補マニュアル』の表 2-1 では、利用しやすいように、パッケージサイズを省き、パッ
ケージの並びを変更し、対応する階層を追加しています。

表 3 Sun Fire 15K/12K システム用 Sun Management Center パッケージ

パッケージ 説明 階層

SUNWesscp Sun Management Center Sun Fire 15K/12K プラットフォームエー
ジェントサポート

エージェント

SUNWesscd Sun Management Center Sun Fire 15K/12K ドメインエージェント
サポート

エージェント

SUNWscsca Sun Management Center Sun Fire 15K/12K システムコントローラ

エージェントサポート

エージェント

SUNWesadf Sun Fire 15K/12K/6800/4810/4800/3800 システム上での動的再構

成用 Sun Management Center エージェントサポート

エージェント

SUNWesscg Sun Management Center Sun Fire 15K/12K 共通サポート 
(マスターセットアップとアンインストールスクリプト)

エージェント、サーバー

SUNWensca Sun Management Center Sun Fire 15K/12K 英語版メッセージファ

イル

エージェント、サーバー
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インストール
この節では、本リリースのインストール関連の事項について説明します。

CP2140 システムコントローラボードのサポート

CP2140 ボードをサポートするには、System Controller エージェントアドオンソフト
ウェアを、システムコントローラと Sun Management Center サーバーの両方に再イ
ンストールする必要があります。

個別リリースのアドオン製品のインストール

本リリースの新規インストール手順は、次のとおりです。

1. ホストマシンにスーパーユーザーとしてログインします。

2. パス/sbin ディレクトリに移動します。ここで「パス」は、Sun Management 
Center 3.5 CD またはその CD のディスクコピーの場所です。

3. es-inst または es-guiinst で、Sun Management Center 3.5 ベースソフトウェ
アをインストールします。

SUNWesscs Sun Management Center Sun Fire 15K/12K サーバーサポート サーバー

SUNWscscs Sun Management Center Sun Fire 15K/12K システムコントローラ
サーバーサポート

サーバー

SUNWessdf Sun Fire 15K/12K/6800/4810/4800/3800 システム上での動的再構
成用 Sun Management Center サーバーサポート

サーバー

SUNWesccd Sun Management Center Sun Fire サポート - 動的再構成用コンソー
ルコンポーネント

サーバー、

コンソール

SUNWescdf Sun Fire 15K/12K/6800/4810/4800/3800 システム上での動的再構

成用 Sun Management Center コンソールサポート

サーバー、

コンソール

SUNWensdr Sun Management Center Sun Fire 15K/12K/6800/4810/4800/3800 
英語版 DR メッセージファイル

サーバー、コンソール

表 3 Sun Fire 15K/12K システム用 Sun Management Center パッケージ (続き)

パッケージ 説明 階層
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4. 手順 3 で基本ソフトウェアをインストールしたパスに移動します (インストールディ
レクトリ/SUNWsymon/sbin)。

5. バージョン 2 用の Sun Fire 15K/12K アドオンソフトウェアを配置したパスを指定し
て、es-inst または es-guiinst スクリプトを再び実行します。disk1 イメージ
を使用してください (アドオンのパス/disk1/image)。

インストール可能なアドオン製品の一覧が表示されます。

6. Sun Fire 15K/12K システムに適用するアドオンを選択し、「次へ」をクリックしま
す。

注 – すでに Sun Management Center 3.5 基本ソフトウェアと Sun Fire 15K/12K アド
オンソフトウェアをインストールしている場合は、Sun Fire 15K/12K アドオンソフ
トウェアをアンインストールし、手順 5 の指示に従って、バージョン 2 用 Sun Fire 
15K/12K アドオンソフトウェアをインストールしてください。

判明している制限事項
Sun Fire 15K/12K システム、System Management Services (SMS) 1.3 または 1.4 の
動作、または動的再構成動作に関してすでに判明している制限事項については、下記
マニュアルに記載しています。

� System Management Services (SMS) 1.3 または 1.4 の『インストールマニュアル』
および『ご使用にあたって』

� 『Sun Fire 15K/12K Dynamic Reconfiguration ご使用にあたって』

これらのリリースノートには、Sun Fire 15K/12K システム用の Sun Management 
Center 3.5 バージョン 2 アドオンソフトウェアの本リリースに関してすでに判明して
いる制限事項が記載されています。

ドメイン構成リーダーの SAN に接続されたテー
プドライブの Veritas Netbackup SSO に対する非
互換性

使用するテープドライブが、ストレージエリアネットワーク (SAN) に接続されてい
ない場合、この問題による影響はありません。

SAN に接続され、Veritas Netbackup SSO によって使用されている StorageTek テー
プドライブについては、Sun Management Center 3.5 Sun Fire 15K/12K ドメイン構
成リーダーはその実装に対する互換性がありません。ドメイン構成リーダーは、その
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デバイスの状態や位置を変更するコマンドを発行しません。しかし、そのテープデバ
イスはローカルに接続されるデバイスではなく、SAN に接続されるため、SCSI がリ
セットされるだけの結果になります。この問題の原因は、2 つの個別のホストの両方
が、一度にオープンされる複数のデバイスを持つ可能性があることに起因していま
す。

回避策 - この問題が発生した場合には、サンのサービス担当に御連絡ください。

PDSM が必要とする詳細なエラーメッセージ

PDSM (Platform/Domain State Management) モジュールは、そのエラーメッセージ
に、不具合の内容とエラー原因を記述する必要があります。

回避策 - PDSM モジュールで作業しているときにエラーが表示された場合に、下記の
ログファイルを参照して動作状態を確認してください。

� /var/opt/SUNWsymon/log/pdsm.log または platform.log
� /tmp/pdsm.log

� コンソールログファイル
� /var/opt/SUNWSMW/SMS のバージョン/adm/platform/messages。ここで、

SMS のバージョンは、SMS1.2 など動作している SMS のバージョンです。

判明しているバグ
この節では、本リリースの時点ですでに判明し、注意を必要とするソフトウェアのバ
グ、また Sun Fire 15K/12K システム用 Sun Management Center 3.5 バージョン 2 ソ
フトウェアの動作に影響を及ぼす可能性のあるソフトウェアのバグについて記載しま
す。

SMC コンソールの右パネルでプラットフォームア
イコンが表示されないことがある (4864183)
サーバー階層上に Sun Fire 15K/12K アドオンソフトウェアを再インストールし、
セットアップした場合、さまざまな状況で Sun Management Center コンソールの右
パネル上にプラットフォームアイコンが表示されないことがあります。

回避策 -  下記のどちらかの回避策を選択してください。

� プラットフォームアイコンを使う必要がなければ、Sun Management Center コン
ソールの左パネル上の階層を使用してください。
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� プラットフォームアイコンを表示したい場合は、次のコマンドを実行してアイコ
ンファイルを任意のディレクトリにコピーしてください。

注 – 新規ファイル名は、元のファイル名とは異なります。

# cp /opt/SUNWsymon/classes/base/console/cfg/topoimages \
sf15000-platform-xlarge.gif /var/opt/SUNWsymon/cfg/deviceimages \
Starcat-sf15000-platform-xlarge.gif
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